


NEWS RELEASE

平成２０年１月２８日
ＴＢ０７－２２９
	細胞内で発現された標的タンパク質の存在時期とその量を
正確に制御できる新しいタンパク質制御システムを全世界で新発売


タカラバイオ株式会社（社長：加藤郁之進）の子会社であるクロンテック社（カリフォルニア州マウンテン・ビュー市）は、米国スタンフォード大学（カリフォルニア州パロアルト市）のワンドレス（Thomas Wandless）博士が開発した、細胞内にある標的タンパク質がプロテアソームによって分解されるのを特殊な低分子化合物（Shield１）を用いて制御する技術のライセンスを取得しました。この技術は「タンパク質のRNAi」と呼ばれています。クロンテック社は、このタンパク質のRNAi技術を利用し、迅速かつ正確に細胞内の標的タンパク質の存在時間と量を制御することが可能なタンパク質制御システムをワンドレス博士の協力を得て世界で初めて製品化しました。当社グループは、本製品群を2月20日に全世界で発売します。
　近年のプロテオーム解析などで、細胞の状態に応じて、様々なタンパク質の存在時間と量が正確にコントロールされていることが明らかになってきました。これらの知見に基づいて細胞内でのタンパク質の存在時期、量及び機能を、正確、迅速かつ可逆的に制御することによって細胞の性質をコントロールすることの必要性と重要性が高まっています。例えば、昨今注目を浴びているiPS細胞などの万能性細胞の制御や目的細胞への分化誘導制御には、細胞内のタンパク質の存在時期、量及び機能を正確、迅速にかつ可逆的に制御することが重要だと考えられています。しかしこれまで、細胞内で必然的に引き起こされるプロテアソームによるタンパク質の分解を、正確かつ迅速に制御する技術がありませんでした。
この問題に対して、スタンフォード大学のワンドレス博士は、タンパク質分解を促進する機能を持つタンパク質FKBP12に変異を導入して分解速度を高めた変異体と、その変異体に特異的に結合して分解を阻害する薬剤とを組み合わせることにより、目的タンパク質の分解と安定化を任意の時期に迅速に制御することに成功し、その成果は2006年にCell誌（126, 995–1004 (2006)）に掲載されました。
本技術は、目的タンパク質を、分解促進機能を持つ変異体との融合タンパク質として発現させ、この分解促進機能を特異的に阻害する薬剤により、目的タンパク質の分解を制御するものです。分解を阻害する低分子化合物の濃度を変化させることで、細胞内のタンパク質の合成と分解のバランスをコントロールできることから、細胞内のタンパク質の存在時期のみならず、存在量をも迅速、正確かつ可逆的に制御することができます。
タンパク質制御システム技術を利用した製品の第一弾として、以下のプロテオチューナー（ProteoTunerTM）シリーズ（目的タンパク質を分解促進ドメインとの融合タンパクとして発現させるベクターシステムと分解をコントロールする低分子化合物）を新発売します。また、本技術は、今回発売の製品に限らず、当社グループの様々な既存製品や技術を組み合わせることで、さらに有用性を高めることが可能であり、既存技術との融合製品の開発をも今後進めていきます。
【製品概要】
製品名 ： 
ProteoTunerTM System（プロテオチューナーシステム）
容量 ：
30反応分
希望小売価格 ：
178,500円（消費税込）
製品名 ：
Retro-ProteoTunerTM System（レトロプロテオチューナーシステム）
容量 ：
30反応分
希望小売価格 ：
189,000円（消費税込）
製品名 ：
Shield 1（シールド1）
容量 ：
60 マイクロリットル（30反応分）
希望小売価格 ：
25,200円（消費税込）
製品の詳細やご購入については、当社 営業部企画担当（TEL：077-543-7231）にお問い合わせください。
当資料取り扱い上の注意点
資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
この資料は、１月28日に京都経済記者クラブに配布しています。
	この件に関するお問い合わせ先
タカラバイオ株式会社
バイオインダストリー部
Tel 077-543-7235


＜参考資料＞
【クロンテック社の概要】
	会社名
	：
	クロンテック・ラボラトリーズ・インク（Clontech Laboratories, Inc.）

	代表者
	：
	加藤 郁之進（President & CEO）

	設立時期
	：
	1984年3月

	資本金
	：
	83千米ドル（当社100％）

	従業員数
	：
	148名（2007年9月30日現在）

	事業概要
	：
	バイオ研究用試薬、バイオ研究受託サービスの製造・販売


【語句説明】
スタンフォード大学
1891年に設置され、米国カリフォルニア州パロアルト市にある私立大学で、米国屈指の名門校として知られています。地理上、歴史的にもバイオ分野とＩＴ分野での両方で、ベイエリア、シリコンバレーの中心的な存在です。
プロテオーム解析
ある生物、あるいは、細胞が持つ全てのタンパク質のセット、または、細胞がある瞬間に発現している全てのタンパク質のセットを網羅的に解析することを意味します。
プロテアソーム
　全ての真核生物の細胞に存在し、タンパク質の分解を行う酵素複合体。
細胞内で不要になったタンパク質や正しい立体構造をとれなかった異常なタンパク質を分解する重要な役割を担っています。
FKBP12 

FK506 Binding Proteinの略。免疫抑制剤 FK506に結合するタンパク質。
FK506

細菌Streptomyces tsukubaensisが生産する11残基からなる真菌ペプチドで、臓器移植に用いられる免疫抑制剤です。イムノフィリンに結合した後にカルシニューリンに結合してそのフォスファターゼ活性を抑制します。
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